
そ

の

他

本
講
座
は
昭
和
十
三
年
四
月
か
ら
開
講
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
一
般
に
日
本
に
つ
い
て
の
軒
究
が
高
ま
り
、
國
騰
明
徴
・
日
本
精
神
の

探
究
な
ど
が
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
文
部
省
は
と
く
に
東
京
・
京
都
の
雨
帝
國
大
學
文
學
部
に
日
本
屈
慈
史
・
日
本
精

神
史
に
開
す
る
講
座
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
講
座
増
設
す
る
こ
と
と
し
、
國
史
學
第
一
講
座
櫓
任
の
西
田
直
二
郎
教
授
が
こ
れ
を
兼
櫓
し
、

哲
學
科
か
ら
は
高
山
岩
男
講
師
が
助
教
授
と
な
っ
て
講
義
が
始
め
ら
れ
た
。

こ
の
講
座
を
史
學
科
に
燭
せ
し
め
る
か
、
あ
る
い
は
哲
學
科
の
一
講
座
と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
か
な
り
議
論
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
設
渥
の
趣
旨
と
し
て
は
哲
學
・
史
學
・
文
學
の
諸
方
面
か
ら
攻
究
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
こ
に
二
學
科
共
通
の
學

科
と
し
て
、
新
た
な
例
を
開
い
て
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
文
學
部
規
程
に
お
い
て
は
、
哲
學
科
・
史
學
科
・
文
學
科
の
い

ず
れ
に
も
正
科
目
と
し
て
置
か
れ
、
學
生
は
そ
の
専
攻
學
科
の
い
ず
れ
た
る
と
を
問
わ
ず
履
修
す
べ
き
も
の
、
す
な
わ
ち
文
學
部
全
學

生
の
必
修
の
科
目
と
し
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
精
神
史
は
文
學
部
の
正
科
目
で
は
あ
っ
た
が
、
學
生
は
こ
れ
を

専
攻
の
科
目
と
し
て
選
ぶ
こ
と
は
で
ぎ
ず
、
従
っ
て
日
本
精
神
史
再
攻
學
生
お
よ
び
卒
業
生
を
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
講
義

も
苺
年
普
通
講
義
の
み
を
行
な
い
、
哲
・
史
・
文
各
學
科
學
生
に
聴
講
さ
せ
た
が
、
特
殊
講
義
・
演
習
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ

の
黙
他
の
班
攻
學
科
と
な
る
べ
ぎ
諮
講
座
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

講
義
は
昭
和
十
三
年
以
来
二
十
年
度
ま
で
、
西
田
教
授
が
「
日
本
精
紳
史
概
説
」
を
講
じ
‘

四

そ

日
本
精
神
史
諧
座

（
梢
稗
史
） の

他

（
昭
和
二
十
一
年
三
月
際
止
）

二
六
七

ま
た
高
山
助
教
授
は
「
近
世
に
於
け
る



谷本数授

購

座

の

沿

革

古
代
の
理
念
」
（
昭
一
三
）
、
「
中
批
佛
教
の
成
立
と
そ
の
根
本
思
想
」
（
昭
一
四
）
、
「
日
本
精
祠
と
外
束
思
想
」
（
昭
一
五
）
、
「
日
本
政
治
思

想
」
（
昭
一
六
）
、
「
中
世
思
想
史
」
（
昭
一
七
•
前
後
）
、

の
諸
問
題
」
（
昭
―

10)
な
ど
を
讃
じ
た
。

終
戦
後
、
こ
の
講
座
は
戦
時
中
の
増
設
で
あ
り
、

る
こ
と
に
つ
い
て
識
論
が
あ
っ
た
が
、
京
都
大
學
で
も
講
座
敷
の
縮
小
が
行
わ
れ
る
や
、
文
學
部
で
は
こ
の
講
座
が
削
減
さ
れ
る
こ
と

教
育
學
教
授
法
講
座

本
講
座
は
明
治
一
二
十
九
年
の
文
科
大
學
の
創
立
と
同
時
に
設
け
ら
れ
た
講
座
の
一
っ
で
、

設
と
と
も
に
教
授
と
な
っ
て
本
講
座
を
控
任
し
た
。

「
武
士
道
論
」
（
昭
一
八
）
、
「
八
紘
為
宇
と
所
の
論
理
」
（
昭
一
九
）
、

そ
の
名
稲
に
も
考
え
る
べ
き
貼
が
あ
る
と
し
て
、
講
巫
名
の
改
稲
や
内
容
を
改
め

谷
本
教
授
は
、
明
治
二
十
年
代
に
ヘ
ル
バ
ル
ト
祇
の
藪
育
説
の
紹
介
祖
述
に
多
大

の
努
力
を
捧
げ
‘
『
科
學
的
教
育
學
諮
義
』
お
よ
び
『
賓
用
教
育
學
及
教
授
法
』
は

そ
の
成
呆
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
明
治
二
十
七
、
八
年
の
日
洞
戦
争
後
、
國
民
的
自
覺

が
高
ま
る
に
及
ん
で
は
．

と
な
り
、
昭
和
二
十
一
年
度
か
ら
そ
の
姿
を
消
す
に
至
っ
た
。

そ
の
創
立
委
員
で
あ
っ
た
谷
本
富
が
、
創

ウ
イ
ル
マ
ン
な
ど
の
學
説
を
基
本
と
し
て
、
祉
會
的
図
家

的
教
育
を
唱
導
し
た
。
『
将
来
の
教
育
學
』
な
ど
は
こ
の
時
期
の
代
表
作
で
あ
る
。

教
授
は
明
治
三
十
二
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
厭
米
に
留
學
、
欝
朝
後
『
新
教
育
講
義
』

を
公
刊
し
た
。
そ
の
新
教
育
と
は
、
従
来
の
劃
一
的
教
育
を
打
破
し
、

に
従
っ
て
の
個
別
的
教
育
を
主
張
し
、

生
徒
の
自
然

か
つ
道
徳
教
育
・
宗
教
教
育
を
強
調
し
た
も

（
昭
和
二
十
八
年
十
月
教
育
學
部
移
管
）

二
六
八

「
日
本
精
神
史



そ

の

他

（
教
育
）

谷
本
教
授
の
後
を
う
け
て
本
講
座
を
換
任
し
た
小
西
重
直
教
授
は
、
明
治
三
十
五
年
か
ら
三
十
八
年
ま
で
欧
米
に
留
學
し
、
饉
國
後

四
十
一
年
に
は
『
學
校
教
育
』
を
、
四
十
四
年
に
は
『
現
今
教
育
の
研
究
』
を
登
表
し
、
そ
の
爵
健
中
正
な
學
説
と
、
圃
満
罹
厚
な
人

格
を
も
つ
て
學
界
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
大
正
二
年
本
學
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
昭
和
八
年
本
學
網
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
の
十

九
年
間
、
教
授
は
そ
の
長
い
年
月
を
孜
孜
と
し
て
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
學
生
の
指
導
に
寧
日
が
な
か
っ
た
。

小
四
教
授
は
、
大
正
十
三
年
ま
で
は
「
教
育
學
概
論
」
の
題
目
で
、
そ
れ
以
後
昭
和
七
年
ま
で
は
「
教
育
思
想
概
説
」
の
題
目
で
普

通
講
義
を
行
な
い
、
特
殊
講
義
と
し
て
は
、
大
正
五
年
か
ら
十
一
年
ま
で
は
西
洋
教
育
史
を
主
と
し
、
中
學
教
育
酸
逹
史
・
兒
窟
教
育

史
・
米
國
教
育
史
な
ど
を
も
講
じ
、
大
正
十
二
年
以
後
は
近
代
お
よ
び
現
代
の
教
育
思
想
を
講
義
し
、
演
習
に
は
ル
ソ
ー
、
プ
レ
ー
ベ

ル
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
、
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
、
ナ
ト
ル
プ
、
デ
ュ
ー
イ
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
教
授
は
ル
ソ
ー
、
ペ
ス
タ
ロ
プ
チ
ー
、

シ
ュ
フ
ィ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
、
ナ
ト
ル
。
フ
な
ど
の
西
洋
教
育
學
者
の
み
な
ら
ず
、
廣
瀬
淡
窓
、
上
杉
謄
山
、
細
井
平
洲
な
ど
の
日
本
教
育

思
想
家
か
ら
も
多
く
を
振
取
L
て
、
獨
自
の
教
育
哲
學
に
到
逹
し
た
が
、
中
で
も
も
っ
と
も
深
く
傾
倒
し
た
の
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
で

あ
り
、
後
年
で
は
廣
瀬
淡
窓
で
あ
っ
た
。
淡
窓
の
八
十
年
祭
に
際
し
、
教
授
は
淡
窓
の
生
地
日
田
市
で
「
人
間
性
の
本
質
と
教
育
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
教
育
哲
學
に
よ
れ
ば
、
教
育
の
窮
極
的
根
抵
は
「
天
地
の
親
心
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
な

が
る
「
絶
到
的
な
至
誠
賃
賓
」
は
、
具
盟
的
に
現
わ
れ
る
と
き
敬
愛
信
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
哲
學
に
立
つ
て
．
こ
と
に
努
作
教

の
に
『
教
育
學
大
全
』
が
あ
る

3

二
六
九

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
エ
レ
ン
・
ケ
イ
の
説
の
影
癌
が
多
か
っ
た
。
三
十
九
年
本
學
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
の
ち
は
、

他
の
諸
大
學
の
そ
れ
と
違
っ
て
、

こ
の
新
教
育

観
を
華
礎
と
し
て
學
説
を
展
開
し
、
學
生
を
薫
陶
す
る
シ
と
も
に
、
寅
際
教
育
を
指
導
す
る
こ
と
も
怠
ら
な
か
っ
た
。
講
座
の
名
稲
が

と
く
に
「
教
育
學
教
授
法
」
と
稲
し
た
こ
と
も
、
教
授
が
理
論
と
賓
地
を
併
せ
重
ん
じ
た
方
針
の
現

わ
れ
で
あ
る
。
谷
本
教
授
は
、
大
正
二
年
八
月
い
わ
ゆ
る
京
大
事
件
に
坐
し
て
退
官
す
る
ま
で
在
任
九
か
年
、
そ
の
間
の
お
も
な
研
究

の
成
果
は
『
大
學
講
義
全
集
』
ハ
大
四
•
五
）
と
し
て
出
版
さ
れ
、
ま
た
大
學
の
普
通
講
義
を
婿
補
し
て
大
正
十
一
年
に
出
版
さ
れ
た
も



教
授
が
本
講
座
を
分
摺
し
た
。
野
上
教
授
は
、
大
正
十
年
小
西
教
授
外
滸
中
も
、
藤
井
健
治
郎
教
授
と
と
も
に
本
講
座
を
分
檻
し
た
が
、

昭
和
十
四
年
分
捌
か
解
か
れ
る
ま
で
、
ホ
ー
ル
の
「
青
年
期
」
、
モ
ソ
ロ
ー
の
「
西
洋
教
育
史
概
要
」
の
演
習
を
捩
掌
し
た
。
普
通
講
義

は
篠
原
助
市
講
師
が
昭
和
八
年
度
を
搬
嘗
し
、
翌
年
か
ら
十
二
年
度
ま
で
は
長
田
新
講
師
が
行
な
い
、
特
殊
講
義
は
、
昭
和
八
年
に
廣

島
文
理
科
大
學
か
ら
本
學
に
轄
じ
た
木
村
素
衛
助
教
授
が
撥
嘗
し
た
。
木
村
助
教
授
は
、
十
三
年
度
か
ら
普
通
講
義
「
教
育
學
序
説
」

を
擦
嘗
、
十
五
年
三
月
に
は
教
授
に
進
み
、
本
講
座
を
撥
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
木
村
教
授
は
ド
イ
ツ
観
念
論
と
西
田
哲
學
の
研
究

を
背
兼
と
し
、
表
現
的
生
命
の
構
造
を
究
明
、
自
覺
的
表
現
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
具
臆
的
把
握
か
ら
藪
育
哲
學
の
建
設
に
努
め
、

木村数授

睛

座

の

沿

革

こ
れ
よ
り
さ
き
、

育
を
重
要
視
す
る
教
育
學
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
小
西
教
育
學
で
あ
り
、
そ
の
業
績
と
し
て
は
『
小
西
博
士
全
集
』
五
巻
（
昭

I
 

0)
が
あ
り
、
そ
の
主
著
は
『
學
校
教
育
』
、
『
教
育
の
本
質
観
』
、
『
勢
作
教
育
』
、
『
廣
瀬
淡
窓
』
な
ど
で
あ
る
。

法
科
大
學
の
織
田
萬
教
授
が
教
育
行
政
お
よ
び
教
育
行
政
法
の
授
業
を
櫓
嘗
し
、
本
講
座
開
設
の
営
初
か
ら
副
科

目
と
し
て
隔
年
に
そ
の
講
義
が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
法
學
部
の
佐
々
木
惣
一
教
授
、

さ
ら
に
同
じ
く
渡
送
宗
太
郎
教
授
が
こ
れ
を
承
け

樅
ぎ
、
終
戦
直
前
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
と
く
に
織
田
教
授
に
は
『
教
育
行
政
及
行
政
法
』
（
大
五
）
の
著
が
あ
る
。

ま
た
小
西
教
授
の
日
本
教
育
史
研
究
は
高
橋
俊
乗
講
師
に
よ
っ
て
紹
述
さ
れ
た
。
高
橋
講
師
は
昭
和
三
年
か
ら
隔
年
に
講
師
と
し
C

終
え
て
後
も
、
毎
年
そ
の
講
義
を
績
け
た
。

日
本
教
育
史
を
特
殊
講
義
に
お
い
て
講
じ
、
昭
和
十
年
か
ら
二
か
年
の
在
外
軒
究
を

『
壻
訂
日
本
教
育
史
』
（
昭
四
）
、
『
日
本

教
育
文
化
史
』
（
昭
八
）
は
そ
の
軒
究
を
組
織
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら

に
そ
の
後
『
近
世
學
控
教
育
の
源
流
』
（
昭
一
八
）
、
『
世
阿
弾
元
消
』
（
昭
一
八
）
を
批

に
送
り
、
戦
後
も
「
教
育
の
主
臆
と
客
橙
」
（
昭
ニ
―
)
な
ど
を
講
じ
た
が
、
昭
和
―
―

十
三
年
逝
去
し
た
。

昭
和
八
年
小
西
教
授
が
糖
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
心
理
學
講
座
の
野
上
俊
大

二
七

0



そ

の

他
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）

『
フ
ィ
ヒ
テ
』
（
昭
―
二
）
、
『
國
民
と
教
養
』
（
昭
一
四
）
、
「
獨
逸
郡
念
論
の
研
究
』
（
昭
一
五
）
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
観
念
論
研
究
、

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

の
樹
立
に
努
力
し
、
演
習
は
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ラ
ー
、
デ
ュ
ー
イ
、

導
者
講
習
の
迎
営
、

間
西
教
育
學
會
の
育
成
、

二
七

お
よ
び

『
表
現
愛
』
（
昭
一
四
）
、
『
美
の
か
た
ち
』
（
昭
二
二
）
な
ど
の
表
現
的
生
命
の
考
察
の
著
雀
を
世
に
送
り
、
十
七
年
に
は
満
洲
お
よ
び
中

國
に
出
張
、
二
十
年
に
は
學
生
部
長
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
二
十
一
年
二
月
長
野
縣
上
田
市
に
出
張
中
病
を
え
て
急
逝
し
た
。
同
年
大
著

『
國
家
に
お
け
る
文
化
と
教
育
』
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
藪
授
が
多
年
特
殊
講
義
で
取
り
扱
っ
た
諸
問
題
研
究
の
集
大
成
と
も
見

木
村
教
授
急
逝
後
、
二
十
一
年
か
ら
は
普
通
講
義
お
よ
び
演
否
を
新
た
に
下
程
勇
吉
諧
師
が
、
軒
究
を
高
橋
講
師
が
掠
賞
し
た
が
、

下
程
講
師
は
二
十
二
年
六
月
京
都
府
立
跨
科
大
學
か
ら
本
學
に
輯
じ
て
助
教
授
と
な
り
、
つ
い
で
翌
年
八
月
教
授
に
進
み
、
本
講
座
の

控
任
と
な
っ
た
。
そ
の
後
下
程
教
授
は
二
十
五
年
五
月
、
登
足
す
る
教
育
學
部
の
整
備
委
員
と
な
り
、
六
月
に
は
教
育
底
部
教
授
を
兼

任
し
、
十
月
米
國
の
教
育
事
悔
視
察
の
た
め
渡
米
し
た
。
つ
い
で
翌
年
一
月
蹄
朝
後
四
月
本
學
教
育
學
部
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
本

學
部
教
授
を
も
兼
任
、
二
十
八
年
十
月
本
講
座
の
教
育
學
部
移
管
を
機
會
に
兼
任
が
解
か
れ
る
ま
で
本
講
座
の
授
業
お
よ
び
學
生
の
指

導
に
嘗
っ
た
。
下
程
教
授
は
現
象
學
的
哲
學
の
研
究
か
ら
出
焚
L
、
二
宮
尊
徳
の
研
究
に
力
を
致
し
、
終
戦
前
ま
で
に
『
フ
ッ
セ
ル
』

（
昭
―
一
）
、
『
天
道
と
人
道
』
（
昭
一
七
）
、
『
二
宮
尊
徳
』
（
胎
一
七
）
、
『
存
在
と
意
味
』
（
昭
ニ
―
)
、
そ
の
他
の
著
述
を
公
に
し
て
い
た

が
、
終
戦
後
本
學
に
韓
ず
る
や
、
か
ね
て
か
ら
の
人
間
學
的
研
究
を
背
炊
と
し
、
教
育
の
人
間
學
的
基
礎
を
明
ら
か
に
す
る
教
育
哲
學

カ
ン
ト
な
ど
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
つ
ぎ
に
述
べ
る
教
育
指

『
近
代
學
習
原
論
』
（
昭
二
九
）
、
『
祉
會
的
知
性
の
教
育
』
（
昭
一
―

10)
な
ど
が

近
畿
賓
験
學
校
の
指
導
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
る
間
、
時
務
の
要
請

に
應
え
る
批
判
的
見
地
に
立
つ
て
世
に
送
っ
た
『
生
活
教
育
の
根
本
問
題
』
（
昭
二
五
）
、
『
二
宮
尊
徳
の
生
活
と
思
想
』
（
昭
二
五
）
、
『
日

『
吉
田
松
陰
』
（
昭
二
八
）
、

教
育
學
部
の
顎
足
、

終
戦
後
い
わ
ゆ
る
新
教
育
の
興
隆
と
と
も
に
、
教
育
方
法
の
心
理
學
的
祉
會
學
的
方
法
や
、
教
育
課
程
の
研
究
の
必
要
が
痛
感
さ
れ

あ
る

本
の
目
立
教
育
』
（
昭
二
六
）
、



青
少
年
指
導
者
グ
ル
ー
プ

大
學
行
政
官
グ
ル
ー
。
フ

四
四
六
名

一
五
五
名

教
授
グ
ル
ー
プ

二
ハ
名

中
等
學
校
管
理
グ
ル
ー
。
フ

六
九
名

一
六
一
名

一
四
五
名

一
九
九
名

講

座

の

沿

革

る
に
至
っ
た
。
本
講
座
に
お
い
て
も
、
二
十
五
年
三
月
第
二
講
座
の
主
仔
教
授
と
し
て
正
式
に
招
聘
す
る
}

9

と
に
決
定
し
た
東
北
大
學

正
木
正
教
授
の
集
中
講
義
を
は
じ
め
、
和
田
陽
平
、
大
西
憲
明
、
末
永
俊
郎
、
苧
坂
良
二
の
各
講
師
が
教
育
心
理
學
を
、
黒
丸
正
四
郎

講
師
が
精
神
術
生
學
を
、
永
井
道
雄
、
渡
過
洋
二
雨
講
師
が
教
育
社
會
學
を
、
廣
岡
亮
蔵
、
鰺
坂
二
夫
雨
講
師
が
教
育
課
程
を
そ
れ
ぞ

れ
講
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

本
學
本
部
事
務
局
職
具
を
は
じ
め
、
本

二
七
ニ

終
戦
後
の
教
育
界
の
混
胤
は
責
に
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
り
、
本
學
も
多
く
の
事
業
、
こ
と
に
「
教
育
指
滉
者
講
習
」

Institute

f
o
r
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
a
l
 L
e
a
d
e
r
s
h
i
p
 (
訟f部
~I
F
E
L
)

の
管
理
お
よ
び
迎
螢
に
嘗
る
に
至
っ
た
。

講
座
腕
係
者
が
こ
の
講
習
の
迎
螢
の
た
め
に
彿
っ
た
努
は
多
大
で
あ
る
が
、
大
學
と
地
方
の
教
育
指
導
者
と
の
結
び
つ
き
が
で
ぎ
た
こ

と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
米
國
側
か
ら
は
各
回
と
も
に
大
學
教
授
そ
の
他
の
専
門
家
が
参
加
し
、
図
内
の
他
の
諸
大
學
の
教
官
も
相

幽
敷
協
力
し
た
が
、
本
學
に
お
い
て
も
本
學
部
お
よ
び
各
學
部
の
多
敷
が
参
加
し
た
こ
と
は
、
と
か
く
直
謬
的
な
行
き
方
に
制
御
を
典

え
、
講
習
を
充
賓
し
た
も
の
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
昭
和
二
十
四
年
か
ら
二
十
六
年
度
に
わ
た
る
前
後
一
―
―
回
の
講
習
に
お
い
て
、

教
育
長
グ
ル
ー
プ

小
學
校
指
導
主
事
グ
ル
ー
。
フ

中
學
校
指
導
主
事
グ
ル
ー
プ

二
―

0
名

を
主
た
る
も
の
と
し
、
そ
の
ほ
か
つ
ぎ
の
講
習
に
も
本
講
座
の
賜
係
者
は
多
か
れ
少
な
か
れ
開
典
し
た
。

プ

一
般
教
育
グ
ル
ー



そ

の

禁
じ
え
ぬ
も
の
が
あ
る
。

他
（
敦
育
）

固

書

館

開

係

病

院

賜

係

一
名

政
治
覇
係

合

社

員

一
名

一
五
名

二
名

一
名

一
名

に
こ
れ
を
載
業
別
に
見
る
と

大
學
開
係
教
官

教
育
行
政
開
係

六
名

高
校
・
中
學
・
小
學
校
教
官

宗
教
開
係

五
名

官

吏

四
名

七
三
名

一
五
名

六
名

四
七
彩

第
一
期
（
明
治
四
ニ
ー
昭
和

時

九
ー
昭
和
二

0
)

期

八）

七
一
彩

八
五
彩

一
九
劣

四
彩

創
設
の
明
治
四
十
二
年
か
ら
昭
和
二
十
九
年
に
至
る
い
わ
ゆ
る
密
制
卒
業
生
ニ
―

0
名
の
卒
業
論
文
の
傾
向
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ

の
種
類
は
極
め
て
多
面
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
原
理
的
た
も
の
と
方
法
的
な
も
の
に
大
別
し
比
較
す
る
と
、

わ
れ
る
。

原
理
的
な
も
の

第
二
期
（
昭
和

第
三
期
（
昭
和
ニ
―
ー
昭
和
二
九
）

こ
れ
ら
ニ
―

0
名
の
卒
業
生
中
．
最
近
の
調
査
に
よ
る
死
亡
者
五
二
名
・
消
息
不
明
者
二
八
名
を
除
い
た
一
三

0
名
に
つ
い
て
、
試
み

と
な
り
、
大
學
開
係
教
官
が
歴
倒
的
多
敷
を
占
め
て
い
る
が
、

さ
れ
る
。

方
法
的
な
も
の

五
三
％

研
究
所
開
係

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

自
宅
（
職
業
別
不
明
）

い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
お
り
、
今
俊
の
稜
展
が
期
待

か
く
て
昭
和
二
十
五
年
教
育
學
部
の
焚
足
と
と
も
に
、
半
世
紀
の
歴
史
を
も
つ
本
講
座
ほ
、
同
學
部
の
第
一
講
座
と
し
て
移
狩
さ
れ

る
こ
と
に
決
定
し
、
そ
の
移
管
が
二
十
八
年
八
月
に
完
了
し
、
ま
た
釈
制
學
生
が
業
を
卒
え
た
二
十
九
年
三
月
と
と
も
に
、
教
育
學
開

係
の
講
義
は
す
べ
て
文
學
部
の
講
義
題
目
か
ら
姿
を
消
ナ
に
至
っ
た
。
一
講
座
か
ら
一
學
部
へ
の
稜
展
を
み
た
今
日
、
幾
多
の
感
慨
を

二
七
三

つ
ぎ
の
よ
う
な
傾
向
が
窺
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